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１．研究課題
　ｅラーニングの長所である「時間」と「場所」の制約を
超えた学習は，モバイルツールと結びつくことでより効果
的になる．そこで，本研究では，モバイルツールでの視聴
を考慮に入れたｅラーニングのシステムとコンテンツをデ
ザインする．そして，小学校から大学までを研究対象とし
て実践的検証を行い，通信教育課程等で実践されているｅ
ラーニングにおけるモバイルツールの有用性を明らかにす
る．本研究は具体的に以下の３点で構成されている．
（1）タブレット端末における教材の提示方法が学習に及ぼ
す影響
（2）画面サイズとマルチタッチの機能を考慮したインタ
フェースの設計
（3）学校教育における電子端末導入の効果について
２．タブレット端末における教材の提示方法が学習に及ぼ
す影響
　本研究では，タブレット端末における画像と文章を含め
た教材を作成し，アニメーションの有無，文章の有無の観
点から，学習に効果的な提示方法，および提示方法とわか
りやすさとの関連について検討した．実験に使用した教材
の提示方法は図１に示すように，アニメあり・なし×文章
あり・なしの４条件であった．
　その結果，単語再生テストについては，アニメの主効果
は有意ではなかった（F（1,24）=0.01, ns）．文章の主効果
は有意傾向を示し（F（1,24）=4.24, p<.10），文章ありより
も文章なしのほうが高かった．交互作用は有意ではなかっ
た（F（1,24）=0.08, ns）．記述式テストについては，アニ
メの主効果が５％水準で有意であり（F（1,24）=5.24, 
p<.05），アニメなしよりもアニメありのほうが高かった．
文章の主効果および交互作用は，有意ではなかった（F
（1,24）=0.06, ns ; F（1,24）=2.62, ns）．応用問題につい
ては，アニメの主効果，文章の主効果，交互作用ともに有
意ではなかった（F（1,24）=0.11, ns ; F（1,24）=1.41, ns 
; （F（1,24）=0.22, ns）．
　４条件の提示方法において，わかりやすかった順に順位
付けした結果を得点化した．アニメ（2）×文章（2）の２
要因参加者内分散分析を行った結果，アニメの主効果は
１％水準で有意であり（F（1,24）=10.11, p<.01），アニメ
なしよりもアニメありのほうが高かった．文章の主効果は
５％水準で有意であり（F（1,24）=7.66, p<.05），文章なし
よりも文章ありのほうが高かった．交互作用は有意ではな
かった（F（1,24）=2.87, ns）．
　以上のことから，本研究では，タブレット端末に提示す
る教材として，字句レベルの記憶学習には画像のみを提示
する方法，特に学習内容の理解においては，アニメーショ
ンを付加した画像を提示する方法が，学習に効果的である
可能性が示唆された．
３．マルチメディア教材の表現形式の違いが課題成績に与
える影響
　本研究では，タブレット端末を用いて，マルチメディア
教材のインタラクションの頻度と表現形式の違いが，課題
成績に与える影響の検討を目的とした．
　教材は，音声と文字と図・写真で構成した２型３タイプ
で作成した．２つの型は，インタラクションの頻度が異な
るブック型とムービー型である．ブック型（iBooks形式）
は，学習者が音声再生とページめくりを行う教材である．
ムービー型（wmv形式）は，自動で音声再生とページめく
りが行われる教材である．また，３つのタイプは，文字の
説明量を操作した文章説明無し，要約文付加，説明文付加
とした．
　有効解答数は69件であった．事前と事後のテスト得点の
伸びを４要因分散分析した結果，教材とのインタラクショ
ンは，頻度が少ないムービー型の方が得点の伸びが有意に
大きい（F（1,63）=12.05, p<.01）ことが確認された．また，
呈示方法に有意差があり（F（2,126）=36.77, p<.01），視聴
覚>聴覚>視覚であった．さらに，呈示方法と図タイプの一
次の交互作用が有意であり（F（2,126）=29.02, p<.01），聴
覚呈示と装飾図，視聴覚呈示と概念図を組み合わせること
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で，得点の伸びが大きくなることが確認された．
　本研究により，インタラクションの少ない継時的プッ
シュ型の情報呈示によって，記憶再生課題の成績が高まる
ことが確認された．また，得点の伸びが大きくなる表現形
式の組み合わせには，聴覚情報が基本にあることが示され
た．さらに，課題の成績上位群は，聴覚情報と視覚情報を
同程度に学習の手がかりとしているのに対し，成績下位群
は，視覚情報に偏って学習の手がかりを得ていることが明
らかになった．以上の結果から，マルチメディア教材の開
発では，学習の手がかりを視覚情報に偏らないように呈示
することで，記憶再生課題の成績向上に効果的であること
が示唆された．
４．学校教育における電子端末導入の効果について
　電子端末を学校教育の場に導入することによる学習につ
いて実施し，効果の検証を行った．
　特に「知識構築型学習」についての利用を試みた．学習
項目の記憶を目標とする「記憶型学習」や学習課題の解決
法を学ぶことが目標の「問題解決型学習」に対し，知識構
築型学習の特徴は知識の構築・体系化などが学習目標とな
る．電子端末導入・利用は，実験などが有効であることな
どから理科実験などの試行例が多かったが，ここでは敢え
て文章が教材となることが多い現代国語を取り上げた．模
擬授業を行い，従来の印刷媒体による学習と電子端末によ
る学習との効果を比較・検討する．
　表１に実験概要を示す．それそれの媒体による学習には
次のような特徴がある．
・印刷媒体の主たる学習活動：プリント教材にマーカーを
引き，ノートと照らし合わせ解説を聞く．
・電子媒体の主たる学習活動：オンライン討論，web辞書
引き．無関係ページ見ていることも．
表１　実験概要（大学生による教師と学習者）
　図１に両媒体による授業についてのアンケート結果を示
す．
図１　授業アンケート
・理解度をはじめ，全体に電子媒体での学習が好評価であ
る．
・GDはオンラインによる方がやりやすい．書籍辞書に比
べ，web辞書は行動頻度多い．質問回数も電子媒体が上
回る．
・自由記述より，電子媒体の短所としては，ページめくり
が煩わしい．操作に手間がかかって，授業が進んでしま
うことも．
・教授者・学習者とも電子媒体操作にやや手間取る，今後
熟達する必要がある．「問題解決型学習」において，それ
ぞれに有用な特徴は見いだされたが，現状では印刷媒体・
電子媒体を適宜組み合わせることが有効である．
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